
インフルエンザウイルスを用いて、オゾン水濃度０．５ｐｐｍと２．５ｐｐｍにてウイルス
不活性化試験を実施したところ、オゾン水濃度０．５ｐｐｍでは未処理の水道水と比べて、
ウイルス力価に統計的な有意差はありませんでした。また、一般的にウイルス不活性化に対
して効果があると称されるオゾン水濃度２．５ｐｐｍでも、ウイルス不活性化は確認されま
したが、検出限界以下まで減少することはありませんでした。
しかし、オゾン水濃度５ｐｐｍ以上であれば、ウイルスは検出限界以下まで減少させること
が確認されました。

（１）高濃度オゾン水の必要性

試験機関：京都大学ウイルス・再生医科学研究所野田教授グループ
使用したウイルス株：A/California/04/2009 (H1N1)

（A型インフルエンザウイルス）

感染性ウイルス粒子数（平均）/ml

水道水(1※0.24mg/L) 26000
オゾン処理※(0.5mg/L) 19000
オゾン処理※(2.5mg/L) 2467
オゾン処理※(5.76mg/L) 10（検出限界以下）
1※ 水道水残留塩素のオゾン重量換算濃度を示す

※反応時間10分

＊（）内はオゾン濃度を示す





（２）「ミナノス」を使用した試験結果
①新型コロナウイルスによる不活性化試験

（「ミナノス」で生成したオゾン水を滴下）
試験機関：京都大学ウイルス・再生医科学研究所野田教授グループ

使用したウイルス株：SARS-CoV-2/Hu/ DP/ Kng/19-027（新型コロナウイルス）

新型コロナウイルス（SARS-Cov-2）に対するミナノスのオゾン水との接触わずか10分で感染価が検出
限界以下となり（ウイルス不活性化率９９％以上）、高い効果が確認されました。
また、再現試験（２回目）も行い、同様の結果が得られました。
今回、水道水とミネラル水で試験した結果、ミネラル成分が多く含まれるミネラル水のほうがオゾン水濃
度が高くなり、水道水に含まれる塩素成分がオゾン濃度を下げている結果となりました。なお、水道水に
含まれる塩素成分ではウイルス不活性化効果に差が無くオゾン水の効果がいかに高いかが確認できました。

感染性ウイルス粒子数（平均）/ml

水道水(1※0.24ppm) 4025
水道水オゾン処理※(5.16ppm) 10(検出限界以下)
ミネラル水※(0ppm) 3319
ミネラル水オゾン処理※(9.6ppm) 10(検出限界以下)
1※ 水道水残留塩素のオゾン重量換算濃度を示す。
※反応時間10分
NDは計測限界数10個として計算する。

＊（）内はオゾン濃度を示す





②A型インフルエンザウイルスによる不活性化試験
（「ミナノス」で生成したオゾン水を滴下）

新型コロナウイルスと同様にA型インフルエンザウイルスについても不活性化試験を実
施したところ、同様に10分で感染価が検出限界以下となり（ウイルス不活性化率９
９％以上）、高い効果が確認されました。

試験機関：京都大学ウイルス・再生医科学研究所野田教授グループ
使用したウイルス株：A/California/04/2009 (H1N1)

（A型インフルエンザウイルス）

感染性ウイルス粒子数（平均）/ml

水道水(1※0.24ppm) 40000
水道水オゾン処理※(6.0ppm) 10(検出限界以下)
ミネラル水※(0ppm) 46333
ミネラル水オゾン処理※（12.4ppm) 10(検出限界以下)
1※ 水道水残留塩素のオゾン重量換算濃度を示す。
NDは計測限界数10個として計算する。

※反応時間(min)10分

＊（）内はオゾン濃度を示す











試験結果：「ミナノス」の効果は、６０分後以後に９０％以上のウイルス不活性化
効果を得ることが出来た。

③豚コロナウイルスによる不活性化試験

（ミナノス本機を１㎥の試験箱に入れ、ミストを散布し、ウイルス検体に対する
ウイルス不活性化を確認）

試験機関：株式会社 食衛生研究

使用したウイルス株：豚コロナウイルス

経過時間（ｍｉｎ） 0 15 30 45 60 120

ウイルス不活性化率（％） 0.0 0.0 84.2 84 93.7 90.0











④大腸菌による不活性化試験

（ミナノス本機により約４０㎡の部屋でオゾン水ミストを散布し、菌検体に
対する菌不活性化を確認）

試験結果：８０分で約４０平米の部屋の大腸菌がほぼ不活性化する効果を得た。

試験機関：京都府中小企業技術センター

使用した菌：大腸菌




